
第８５回 原子力委員会定例会議議事録 
 
１．日 時  １９９６年１２月 ３ 日（火）１０：３０～ 
 
２．場 所  委員会会議室 
 
３．議 題 
     （１） 原子力委員会専門委員の変更について 
     （２） 第２回ＰＮＣ核不拡散フォーラムの結果について 
     （３）アジア地域原子力協力国際会議の下での協力活動について 
     （４）その他 
 
４. 審議事項 
   （１）議事録の確認 
            第８４回原子力委員会臨時会議議事録（案）が了承された。 
      （２） 原子力委員会専門委員の変更について 
            標記の件について、事務局より説明がなされ了承された。 
      （３）第２回ＰＮＣ核不拡散フォーラムの結果について 
            １９９６年１１月１８日（月）、１９日（火）の２日間、東京で開催され 
          た標記の件について、動力炉・核燃料開発事業団植松副理事長より、フォー 
          ラムの目的、原子力平和利用にとっての国際環境をテーマとした討議の概要 
          等について報告があった。 
            これに対し、委員より、 
            米国における余剰プルトニウムの民生用原子炉によるＭＯＸ燃料利用の検 
            討については、経済性に関する評価等を含め、その動向に注目すべき 
          等の意見があった。 
       （４）アジア地域原子力協力国際会議の下での協力活動について 
            標記の件について、地域原子力協力構想調査委員会委員長兼農業利用グル 
          ープ幹事である山口駒沢短期大学部長より、１９９６年１１月４日（月）、 
          ５日（火）の２日間、タイで開催された「アジア地域原子力協力・園芸作物 
          突然変異育種セミナー」の成果報告について、開催の概要、検討・討議の概 
          要等、報告があった。 
            また、同委員会医学グループ幹事である森田放射線医学総合研究所治療診 
          断部治療課長より１９９６年１１月５日（火）～７日（木）の３日間、韓国 
          で開催された「アジア地域原子力協力・放射線治療セミナー」の成果報告に 
          ついて、開催の経緯、セミナーの経緯及び概要等、報告があった。 



            これに対し、委員より、 
         ・アジア各国との信頼感ある協力関係を育てるためには、研究開発段階から 
           の協力を進めることが重要。 
         ・アジア各国との協力にあたっては、継続的なフォローアップが重要 
          等の意見があった。 
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